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多文化共生サポーターを募集しています！
興味のある方は、右の二次元コードから登録をお願いします。

大崎町で輝く笑顔！インドネシアから来た５人の仲間たち
　インドネシアから遠く離れた大崎町内で、鶏のお世話や、鶏舎の水洗いをする仕事に携わっている、「有
限会社つる」のキエルさん、イブさん、ナンダさん、サムさん、アグンさんの５人に話を伺いました。
● 大崎町での日々
　 　大崎町に来て約１年3か月。大崎町の自然や綺

麗な空気に心癒されています。特に桜と花火が好
きとのことで、花火の季節が待ち遠しいと心躍ら
せます。また、日本は仕事でも日常でも安全面へ
の配慮が行き届いており、安心して暮らすことが
できていると語ります。一方で、日本語が上手な
皆さんですが、鹿児島弁が難しいと笑います。

● 日本の文化への理解
　 　特定技能として来日している皆さんは、大崎町に

長く住みたいと考えており、そのために日本の文化へ
の理解を深めるための努力を続けています。大崎町
が実施している日本語教室に通いコミュニケーション
方法を学んだり、仲間内で勉強をしたり、国際交流員
のプルさんから日本のことを教わったりしています。

● それぞれの想いを胸に前向きに歩む5人
　 　5人の皆さんはそれぞれが、母国の親に楽を

させてあげたい、より良い生活を送りたい、家
族を養いたいという想いで日本に来ており、ゆ
くゆくは子どもに日本の教育を受けさせたいと
言う方もいます。また、日本のことをもっと知
り、日本の方と交流をしたいという共通の想い
を持っています。彼らの存在は、大崎町が活力
あふれる町であるための力となるでしょう。
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「きっかけは声かけから」
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